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訪問調査日 平成24年3月6日

入居者様一人ひとり、またそのご家族様の要望にできるだけ応えられるようなケアに努めたり、夏祭り
やピクニックなど、他グループホームと交流を図ったりしながら楽しみ事を増やしていただけるような働
きかけに努めています。そして入居者様が安心して生活を送れるよう、健康状態の観察を行ったり、何
か異変があった場合は24時間いつでも医療機関へ連絡をしたり、受け入れをしてもらえる体制を確保
しています。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
ホームは4ユニットのグループホームと併設のデイサービスが入っている中層の建物である。「やさし
く、楽しく、元気よく」という理念は理解しやすく、現在職員間では「楽しく」の言葉に重点を置いた支援を
検討し実施している。母体法人医院との連携や研修など職員は介護サービス向上に積極的に取り組
んでいる。職員はユニット毎に、ホームの中を季節を感じ楽しくなる様装飾を施したり、レクリェーション
や会話などの時間を多く作り、利用者の個性や笑顔を引き出す工夫を行っている。職員は利用者の気
持ちに沿った支援や見守りを実践し、利用者の尊厳を守ることに努めている。食事のおいしさを感じて
もらう為の盛りつけや介助時の会話内容、利用者の想いを汲み上げる為の方法は詳細に検討され利
用者の笑顔に繋がっている。

基本情報リンク先

長崎県西彼杵郡時津町元村郷897番地所在地

グループホーム　モン・サン井手園モン・サンⅠ（2階）

1  自己評価及び外部評価結果
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自己評価作成日 評価結果市町村受理日平成24年1月30日 平成24年5月1日

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅠ

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につな
げている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が
見過ごされることがないよう注意を払い、防止に努めて
いる

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

入居者一人ひとりの思いをくみとり、日々介
護業務の中で実行できるように事業所独自
の運営理念を作り上げている。

「優しく、楽しく、元気よく」の理念は、職員に周到
し、日々のサービスの基本となっている。利用者
の笑顔もまた、職員の励みとなっている。例えば、
利用者との会話で住み慣れた地元の事を話題に
したり、外出の折は、地域状況の説明しながら楽
しい気持ちを引き出す支援を行っている。

ホームのイベントや行事は気軽に参加でき
るよう、近所へチラシを配りお知らせし、地
域の方々の参加や協力を頂き、気持ちよい
環境づくりに努力している。

自治会に入っており、自治会主催の敬老会に参加
している。町内の一斉清掃にも参加し、夏祭りに
は差し入れをしている。事業所で行う夏祭りにも参
加を呼び掛けるため、チラシをポストに配布する
等、地域との交流に努めている。

近所の方にも気軽に声をかけ、いつでも立
ち寄ることができるように雰囲気作りをし、地
域の一環として地域活動、行事に参加して
事業所が孤立しないように交流を深めてい
ます。

会議時は利用者やサービスの報告、そこで
の意見・要望を取り入れ、サービス向上に努
めている。

今年度は12月までに3回、利用者を含む規定のメ
ンバーで開催されている。内容はホームの行事報
告やヒヤリハットなどの近況報告や弁護士会の高
齢者の為の無料電話相談会の案内などである。
自治会長よりホームへ感謝の言葉もあり、出され
た意見を活かしサービス向上に繋げている。

運営推進会議開催はグループホームの意
義である地域密着運営に繋がるものであ
り、現在開催の内容からも双方向に有意
義なものになっている。省令に基づいた年
6回開催によりさらなる向上を目指すことを
期待したい。

役場の高齢者支援課へは事業所の入退居
の情報提供、ホームに必要な情報を受けた
り、入居者の方の申請手続き代行などで協
力を行っている。

認定更新等で定期的に行政と連携を取って
いる。行政からの介護に関する情報や研修
の案内を受け受講している。生活保護受給
の手続きや相談員へ入居者の情報提供など
日頃から連絡を取っている。

日々のケアの中で、身体拘束にあたらない
か振り返り、拘束を行わないケアに取り組み
運営者及び全ての職員がミーティング等で
話し合い施錠は防犯の為夜間を除いては出
入りが自由にできるようにしている。

3ヶ月に1度、事例を題材に身体拘束について勉強
会を行い理解を深めている。言葉による拘束につ
いても日頃から職員間で気をつけている。転倒防
止の為、ベッド柵希望の家族にはホームの取組み
を丁寧に説明し、見守りで対応するなど拘束しな
いケアを実践している。

虐待については学ぶ機会を持ち、研修会な
どの参加に励み日々のケアの中で虐待を見
過ごすことがないよう注意を払い、防止に努
めている。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅠ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させ
ている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作
り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通
じて、サービスの質を向上させていく取り組みをしている

入居者の方に後見人制度を利用されている
方がいますが制度について熟知しておらず
今後は制度について学ぶ機会を持ち、必要
性を話し合い活用できるように支援していき
ます。

疑問点・要望などを伺い、理解と納得を頂く
為の十分な説明をし、不安感が生じないよう
に努めている。

外部者へ表せる機会を設け、運営に反映さ
せる為、利用者・家族などの意思、思い、要
望などを聞き十分な話し合いを行いケアの
向上に努めている。

苦情等に関しては玄関に意見箱を設置したり外部
相談窓口を重要事項説明書に記載し家族に説明
している。家族とは面会時に気軽に意見や要望、
相談等できる間柄である。訪問時の食べ物持参
や入院に関する質問等業務日誌に記録しその都
度対応している。

個人的に話を聞く機会をつくり、ミーティング
や会議を行い運営に関する意見や提案をし
てもらっている。

毎月ユニット会議や3ヶ月毎の全体会議、朝夕の
申し送りを通し、職員が意見を言いやすい場面作
りを行っている。シャワーチェアーや加湿器の購入
や勤務シフト等の意見は採用され、反映されてい
る。

各自がやりがいや向上心を持って働くことが
できるように職員一人ひとりの努力、実力を
把握し、職場環境作り、条件に努めている。

各自の得意分野が活かせる様に本人の意
欲や個々の能力が発揮できるよう取り組
み、法人内の研修を受ける機会を設けてい
る。

ケアに対する意見を交換し合い、研修会な
どに参加、交流し、サービスの質の向上に
取り組んでいる。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅠ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らし
を共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関
係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

本人様やご家族を交えて意見や要望を聞け
るよう、ホーム見学の機会を作っており、安
心して利用して頂ける関係作りに努めてい
る。

ご家族が持たれている不安や要望を聞く機
会を作り、入居に関する相談にいつでも応じ
られるように努めている。

入居前の面談や見学の機会を作り、本人
様・ご家族が必要、希望されていることを聞
き本人様に合ったサービスを利用できるよう
に努めている。

できる事、できない事を把握し、趣味や興味
を通し、共に日々の暮らしを過ごし、支えあ
える関係を築いている。

ご家族と一緒に喜怒哀楽を共有し入居者の
日常生活状況を定期的に報告、説明すると
ともに、本人を支えていく関係作りに努めて
いる。

馴染みの方の面会や気軽に外出できる様
に、本人様・ご家族の情報をもとに支援して
いる。

家族や入居前のサマリーを基に生活歴や趣味を
調査し、個別の馴染みの場所について検討しドラ
イブコースに取り入れている。家族や知人の訪問
や電話、手紙の代筆など支援している。家族との
外出や外泊、馴染みの店へ訪問支援も行ってい
る。

孤立することがないよう、利用者個々の状
態、趣味、興味事などを把握し、交流の場を
作り、関わり、支えあえるよう、努め状態に
応じ、職員が会話の橋渡しをしている。

4/36



グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅠ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性
を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、こ
れまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの
意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作
成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

気軽に相談・訪問して頂けるよう、いつでも
気兼ねなく、より良い関係が続いていけるよ
うに努めている。

生活歴、現状を把握し、希望や意向を第一
に踏まえ、できる事を思いだし一人ひとり思
いや暮らしに活かせるよう支援している。

利用者の思いは、殆ど日常の会話の中で把握し
ている。会話が困難な利用者の希望は表情で把
握したり、文字ボードを利用したりしている。職員
は一日の業務内容を工夫し、利用者とゆっくり会
話する時間を持つように努めている。

入居者、ご家族からの情報を基に日々の暮
らしを通じて一人ひとりに合った馴染みの暮
らし方生活環境の把握に努めている。

職員間での毎日のミーティング、情報交換を
行い、日々の心身状態、生活状況を個々の
記録に残し、情報把握に努め共有している。

ケアマネージャーが中心となり入居者、ご家
族の希望、要望を基に、職員間でアイデア、
意見を出し合い、介護計画に反映し作成し
ている。

長期・短期の目標設定をしている。モニタリングは
3ヶ月目に職員が意見を出し合う形式で行われ、
プランは6ヶ月目に見直されている。利用者・家族
の意見はプラン作成時に取り入れている。日々の
サービス記録の中で、介護プランの反映もチェック
されている。

職員間で情報の共有を図るため日々の様
子やケアの実施状況を個人カルテに記録し
変化や気付きがあれば直ぐに話し合い、計
画の見直しに活かしている。

本人様やご家族の状況、要望に応じユニッ
トでの入浴介助が困難な方には、リフト浴を
利用して頂くなどの支援を行っている。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅠ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本
人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽
しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切
な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づき
を、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるように
支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、又、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情
報交換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできるこ
とを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域
との協力体制を築いている

ホーム生活が豊かで安心して暮らしを楽し
むことができるように、本人様の意向を踏ま
え見学などのホーム訪問、交流依頼など周
辺地域との関わり合いを大切にしながら支
援している。

各入居者が定期的な医療を受けられるよう受診
での付き添い、送迎のサービス提供、体調に変
化があれば医師へ報告、相談ができる協力病院
のバックアップもあり、いつでも適切な医療が受
けられる様に支援している。

24時間体制の協力病院により、利用者の日常の
健康管理から急変時の対応まで安心できる受診
支援が行われている。家族には、面会時や電話に
て受診の説明を行っている。かかりつけ医の受診
支援も行っている。

適切な看護や受診を受けられるよう、看護
師が利用者の毎日の健康状態に気を配り
必要があれば病院の医師へ症状、状態の
報告を行い指示を仰ぎ支援している。

入院時はできるだけ早期に治療、退院に向
けて、その方の症状に応じて医療職と情報
交換を行い、話し合いや相談・協力に努めて
いる。

早い段階で事業所でできる事を家族へ説明
し、主治医より、ご家族を交えての病状説明
を行い、全員で情報を共有し、チームで支援
に取り組んでいる。

契約時に重度化した場合の対応に係る指針を作
成し、ホームが対応し得る最大のケアについて説
明を行い同意を得ている。段階を踏んで医師から
説明を行い家族と話し合い方針を決定している。
母体法人医療機関のバックアップ体制が整ってい
る。また職員も事業所の方針を周知している。

緊急事態に対応できるように急変や事故発
生時の対応マニュアルを作成しており、それ
を基に職員間で繰り返し、いざという時に備
え学習を行っている。

利用者が迅速に避難できるように訓練は定
期的に行っており自治会とも協力できるよう
にしている。

年2回夜間想定を含めた誘導訓練を実施してい
る。スプリンクラー、排煙装置など設備は整ってお
り、災害時は法人との連携が確認されている。周
辺地域とも協力体制がとられている。今年は消防
署の立ち会いがなく、マニュアルは作成している
が、新人職員には浸透していない。

自主訓練も大切であるが、消防署の立会
いを定期的に行うことで、職員の非常時の
対応方法の確認及び周知度を確認し課題
抽出に繋がると思われる。また経験の浅
い職員への避難訓練参加や災害マニュア
ル、連絡体制の周知徹底を含め方法を検
討することを期待したい。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅠ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ね
ない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひと
りのペースを大切にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援
している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力
を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、
片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援
をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひと
りの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

これまで生活されてきた環境を知り、人格を
尊重し、その人らしく生活できるよう、誇りや
プライバシーを損ねない対応に努めている。

職員はトイレ誘導や食事の見守りなど利用者の人
格を尊重し耳元で話しかけ言葉遣いに配慮してい
る。利用者のペースにあわせた口調や対応を行っ
ている。職員には契約時に守秘義務の誓約書を
取り、書類は所定の場所に保管し個人情報保護
に努めている。

本人様が決定したり、納得ができるよう入居
者一人ひとりに合わせ思いや希望を表現す
ることができるように支援している。

希望通りの生活ができるように入居者一人
ひとりの生活リズムを大切にし、本人様の気
持ちを尊重し、個別的な支援を行っている。

本人様の希望に添えるように、入居者が望
まれるオシャレ、身だしなみができるよう支
援している。

好みのメニューを献立に活かし、誕生会の
ケーキ作りを一緒に行ったり、その日の体調
や気分に応じて食事の準備や後片付けを手
伝って頂いている。

利用者との日常会話から嗜好を把握し、栄養士が
バランスを考え希望に沿うよう献立を立てている。
利用者に合わせた盛り付けや車椅子用の補助
テーブルを手作りするなど工夫している。誕生日
のケーキやおやつ作り、食事の準備、後片付けな
ど利用者は参加し役割を持ち楽しんでいる。

全職員が把握できるよう栄養バランス、水分
摂取量が分かるよう記録と支援を行ってい
る。

毎食後の口腔ケアに気を配り、入居者一人
ひとりに清潔保持の大切さを説明しており、
ご自分で行って頂くよう声掛けし、できない
方には本人様の力に応じた口腔ケアを支援
している。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅠ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や
排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわ
ずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひと
りの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、
気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。又、普段は行けないような
場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と
協力しながら出かけられるように支援している

気持ち良く排泄ができるよう身体状況、生活
状況に合わせトイレへの声かけ、誘導をし排
泄パターンの把握に努め出来る限りオムツ
の使用を減らせるよう努めている。

職員は排泄チェックで利用者の排泄パターンを把
握し、細やかな声かけを行っている。自室トイレ誘
導により、座位での排泄やパッド類の軽減など事
例がある。失敗した場合にも自尊心に配慮し、や
さしい声かけで手早く周囲に気づかれないよう対
応している。

一人ひとりに合わせた食事の工夫、身体に
負担が掛からない軽度の運動を勧め、生活
と状態を知り主治医による服薬の支援や便
秘の予防に努めている。

いつでも気分良く入浴できるよう、その日の
体調を考慮し、職員の都合や強制すること
がないよう各自に合った入浴支援を行なっ
ている。

曜日ごとに入浴は決まっているが利用者の希望に
対応している。湯温は温度計で確認し、事務所に
報告している。入浴介助しやすいようドアをはず
し、シャワーカーテンを取り付けたユニットもある。
入浴拒否の方は時間をおき、入浴を促している。
希望があれば同性介助も行っている。

各自の状態に合わせ、休憩や横になるのを
促すか、どう支援を行い、夜は安眠できるよ
う、日中の活動を充実させている。

服薬に携わる職員全てが薬の内容を把握で
きるよう各自の薬の説明書きがあり、薬の管
理を行い服薬前には本人様のものか名前を
読み上げて服薬の支援を行なっている。

生活歴の把握に努め、今までに頑張ってき
た事、自慢ができる話を共に話し合い、楽し
みや気分転換ができるよう支援を行なって
いる。

その方の要望や内容に応じて、お出掛けの
支援を行なったり、御家族と一緒にピクニッ
クという形で春と秋にちょっとした遠出を楽し
んで頂いたりしている。

天候や利用者の体調に応じて、ホーム周辺の散
歩をしている。職員への要望や職員から尋ねるな
どして郵便局や買い物など個別の希望でドライブ
など行っている。車椅子利用者も同様に支援して
いる。毎月外出支援を企画し、足湯や花見など遠
出も行っている。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅠ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工
夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同
士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしてい
る

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が
居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」を活
かして、安全かつできるだけ自立した生活が送れるよう
に工夫している

金銭管理が行える方には自身で管理して頂
き難しい場合には御家族へお任せしてい
る。

電話や郵便のやり取りができるよう柔軟に
対応している。

生活空間には違和感があるような物は取り
除き色調や室温調整もこまめに行い快適に
過ごせるよう努力している。

各ユニット毎、職員は季節を感じてもらう様な飾り
付けを行い、利用者も参加して楽しんでいる。玄
関やエレベーター周辺に椅子を配置し利用者が自
立しやすいよう配慮している。毎朝職員が清掃を
し、状況を見ながら温度や湿度の管理をしてい
る。

浴室、廊下、居室に手摺を設け、身体状態
に合わせた工夫をし、できる事、できない事
を全職員が把握し、少しでもその方が役に
立てたと思えるような自立の支援を提供させ
て頂いている。

独りでくつろげる居室、皆で楽しく過ごせるリ
ビングや食堂があり気分に合わせ過ごすこ
とができる居場所の工夫をしている。

本人様が希望・納得される気に入った部屋
作りを支援するため、本人様、御家族と相談
して今まで使用されていた使い慣れたもの
や好みを活かしている。

居室には馴染みの持ち物を自由に持ち込むこと
が出来る。位牌や箪笥、テレビの他、写真や置物
など飾り付けられている。ドアのガラス部分の目隠
しやベッドの配置など個別に対応している。職員
が清掃や室温管理、24時間システムの換気を行
い、快適に過ごせる様支援している。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅡ

平成 23 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○

○

○

○

○
○

○
○

○
○

○

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

長崎県長崎市桜町５番３号　大同生命長崎ビル８階

特定非営利活動法人　福祉総合評価機構

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日平成24年1月31日

1  自己評価及び外部評価結果

4271101489

法人名 社会福祉法人　啓正会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

訪問調査日

入居者様一人ひとり、またそのご家族様の要望にできるだけ応えられるようなケアに努めたり、夏祭り
やピクニックなど、他グループホームと交流を図ったりしながら楽しみ事を増やしていただけるような働
きかけに努めています。そして入居者様が安心して生活を送れるよう、健康状態の観察を行ったり、何
か異変があった場合は24時間いつでも医療機関へ連絡をしたり、受け入れをしてもらえる体制を確保
しています。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先

長崎県西彼杵郡時津町元村郷897番地所在地

グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅡ（3階）
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅡ

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につな
げている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が
見過ごされることがないよう注意を払い、防止に努めて
いる

入居者の方に対しての言葉使いや態度、接
し方が悪くないか職員同士の話し合いの時
間を持つようにしています。

役場では入居者の方に必要な申請や手続
きの代行を行い、役場からの問い合わせに
も気軽に相談に応じております。

身体拘束は行なわない事を前提に、身体拘
束とは何かを知識として職員が理解し、日
頃の言葉や接し方など気を配っています。

地域活動・行事に参加して事業所が孤立し
ないよう交流を深めています。

ホームでのサービス内容や状況などについ
て話を行ない、意見をサービス向上へ活か
せるようにしています。

職員同士で常に明るく笑顔で入居者に接す
るように努めています。

自治会の敬老会に参加させて頂いたりして
地域の方々との交流を行なっております。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅡ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させ
ている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作
り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通
じて、サービスの質を向上させていく取り組みをしている

個々の能力とサービス向上のため研修会な
ど参加を呼びかけており、積極的に受ける
よう努めております。

同系列の事業所間の研修を行なっており、
違う職場の介護サービスを通じてサービス
の質の向上に努めております。

何でも気づいた事は、管理者やケアマネー
ジャーを通して聞く機会を設けて、ホーム運
営に反映させるように努めております。

職員個々の能力に応じた就業ペースの配分
を行い、長く働き続ける事ができるように努
めています。

利用者や家族に十分に説明を行い、その際
分からない事や、疑問に答えて利用者や御
家族に書面にて同意書を取らせて頂いてお
ります。

利用者や御家族から意見や要望がある場
合には直接職員へ伝えて頂くか、2階の事
務所前に設置してある意見箱に投書して頂
くようにしています。ご意見を基に反映につ
ながるように努めております。

その制度が必要な方にはホームのケアマ
ネージャーや管理者を介して必要な制度が
活用できるように努めています。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅡ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らし
を共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関
係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

入居者同士で一緒に洗濯物をたたんだり、
レクリェーションの中で人間関係が築けるよ
うに努めています。

本人様や御家族とコミュニケーションをとり
過去の趣味や仕事などを聞いて日々の生活
に活かす努力をしています。

親しい友人、知人の方にはいつでも面会に
来て頂けるよう、オープンな雰囲気作りに努
めています。

本人様、御家族様が納得いくまで話し合い
をして頂き、その意見を反映させてゆく努力
をしています。

一人ひとりとコミュニケーションを取りながら
昔話を聞くなどし、楽しく生活して頂くよう努
めております。

入居前にケアマネージャーが本人様、御家
族への面談を行い要望を伺い、入居後はご
本人様が納得されるような支援に努めてい
ます。

ケアマネージャーが本人様、御家族の要望
や不安な事を伺ったうえで職員一同ホーム
生活に支障や弊害が無いよう努めておりま
す。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅡ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性
を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、こ
れまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの
意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作
成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

毎日、個別にその日一日の様子を記録に残
し、気づいた事や疑問に感じた事など職員
で話し合いケアに対して工夫を行っていま
す。

月日を重ねてゆくその時々で変化する状況
に応じてサービスや支援を行なっておりま
す。

一人ひとりとコミュニケーションを通し、本人
様のできる事できない事の把握に努めてお
ります。

毎日の本人様の様子を伺いながらケアマ
ネージャーや御家族の意見を聞きながら納
得いく介護計画を作成しております。

本人の希望をできるだけ実行できるよう検
討を行い、実行に移せるようにしています。

家族構成や、以前の職業など本人様や御家
族に伺ってケアに活かしています。

退去された御家族の問い合わせや、ホーム
に対する相談など気軽に応じれるようにして
います。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅡ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本
人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽
しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切
な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づき
を、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるように
支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、又、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情
報交換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできるこ
とを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域
との協力体制を築いている

消防避難訓練や消防への通報訓練、避難
誘導路の確保やいざという時の自治会への
協力を仰いでおります。

その状態に応じて、御家族と日頃から本人
様を交えて話し合いをしています。

入居者の緊急時には協力病院に緊急体制
をとっております。緊急時に備えて職員も対
応できるようにマニュアルの活用と職員間で
学習をしています。

毎日のバイタル異常や、食欲・排泄その他
異常があればホームの看護師へ相談を行
い、必要とあれば受診を受けて頂いておりま
す。

かかりつけの病院があり診察の際日頃の体
調や変化など付き添った職員が医師へ相談
や報告を行ない早期治療を行なうよう努め
ています。

地域のイベントに参加し、文化祭では作品を
出店したり楽しい暮らしをして頂けるよう努
めています。

本人様の体調に合わせ必要な専門医など
の送迎や受診の付き添いなどのサービスを
行なっています。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅡ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ね
ない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひと
りのペースを大切にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援
している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力
を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、
片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援
をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひと
りの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

全ての職員が把握できるよう栄養バランス、
水分摂取量が分かるよう記録と支援を行
なっています。

毎食後にご自身でできる方にはハミガキや
義歯の洗浄をして頂き、難しい方へは一部
介助、全介助と一人ひとりに合わせた口腔
ケアのお手伝いをさせていただいてます。

ホームでは月1～2回曜日を変えて希望者へ
散髪の支援を行なっています。

献立で青魚が苦手な方には白身魚に代え
たり、メニューに工夫をしております。お手伝
いでテーブルを拭いて頂いたりしておりま
す。

一人ひとりに気を配り話し掛けを行なってい
ます。入居者の方の話は丁寧に聞かせて頂
くように努めております。

入居者の方の生活ペースに沿って毎日の介
護業務を行なっています。

入居者一人ひとりの人格を尊重した対応を
心がけています。常に相手の立場を考える
ようにしています。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅡ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や
排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわ
ずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひと
りの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、
気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。又、普段は行けないような
場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と
協力しながら出かけられるように支援している

御家族にも協力して頂き、お出掛けの機会
を作り支援しています。

かかりつけの病院の薬局より薬の説明書き
を貰い、ホームの看護師の指示のもと症状
の変化を相談しながら服薬の支援をしてい
ます。

テレビの好きな方、雑誌の好きな方、塗り絵
の好きな方などの支援、家族とのお出掛け
も積極的に支援を行なっています。

入居者一人ひとりに合わせた入浴を提供し
ています。

入居者一人ひとりに合わせたホーム生活を
して頂いております。

自発的な自主トイレが難しい方には本人様
のトイレパターンの把握に努め、時間おきに
トイレ誘導を勧めています。

水分摂取、食事メニューの改善に努めてい
ます。便秘がちの症状が続く方には医師の
指示で薬を服用して頂いてます。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅡ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工
夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同
士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしてい
る

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が
居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」を活
かして、安全かつできるだけ自立した生活が送れるよう
に工夫している

ホーム内の廊下や壁などに手すりを設置し
たり自室が分かるように大きな表札を掲げ
たり工夫に努めております。

入居者の方が独りでゆっくりとできる個室
や、他の入居者の方と直ぐせるホールがあ
ります。

居室へは自宅より持ち込まれた身の回りの
物を配置して頂いております。

電話はダイヤル確認後本人様へお繋ぎし、
お話をして頂き、手紙は代筆や本人様に書
いて頂いた物を職員がポストへ出しに行っ
たりしています。

明るい家庭的な雰囲気になるよう備品や装
飾に気を配っております。

お買い物を希望される方には一緒にお買い
物に出かけてお買い物をして頂いておりま
す。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅣ

平成 23 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○ ○

○
○

○
○

○

○

○ ○

○

訪問調査日

入居者様一人ひとり、またそのご家族様の要望にできるだけ応えられるようなケアに努めたり、夏祭り
やピクニックなど、他グループホームと交流を図ったりしながら楽しみ事を増やしていただけるような働
きかけに努めています。そして入居者様が安心して生活を送れるよう、健康状態の観察を行ったり、何
か異変があった場合は24時間いつでも医療機関へ連絡をしたり、受け入れをしてもらえる体制を確保
しています。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先

長崎県西彼杵郡時津町元村郷897番地所在地

グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅣ（5階）

1  自己評価及び外部評価結果

4271101489

法人名 社会福祉法人　啓正会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

長崎県長崎市桜町５番３号　大同生命長崎ビル８階

特定非営利活動法人　福祉総合評価機構

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日平成24年1月30日

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅣ

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につな
げている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が
見過ごされることがないよう注意を払い、防止に努めて
いる

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

全職員がやさしく、楽しく、元気よくを心がけ
ながら実践につなげています。

敬老会に参加をさせてもらったり、夏祭りへ
の参加を呼びかけたりしながら日常的に交
流しています。

気軽に見学してもらったり、相談があれば応
じたりして地域の人々の役にたてるよう交流
に努めています。

ホームの利用者様の状況や行事の報告な
どを行ないながら御家族様や地域の方の意
見をいただき、サービスの向上に努めてい
ます。

入居・退去の報告や、問い合わせや相談が
あればそれに応じたりして協力関係を築い
ています。

全職員が身体拘束となる具体的な行為を正
しく理解しており、それにあたる行為をしてい
ないか振り返って話し合い等で拘束を行わ
ないケアに取り組んでいます。また玄関の
施錠は防犯のために夜間だけ行なっている
が、その他は自由に出入りできるようになっ

研修会などで高齢者虐待防止について学ぶ
機会をもち、虐待が起こることがないよう、
見過ごされることがないよう努めています。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅣ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させ
ている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作
り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通
じて、サービスの質を向上させていく取り組みをしている

日常の業務の中で日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持つこ
とができていないので今後機会を持つように
努めていきます。

契約時や解約、改定時は分かりやすいよう
に十分説明を行い、利用者様や御家族様に
理解・納得をいただくよう努めています。ま
た、不安や疑問点があればいつでも相談に
応じるようにしています。

意見や要望があったら気兼ねなく話してもら
い、難しい問題などは施設長や関係者へ相
談して運営に反映させられるよう努めていま
す。

話し合いや、個別の対話の中で意見や提案
を聞く機会を設け、反映させています。

代表者は個々の努力や実績、勤務状況に
応じた給与水準の向上や職員旅行の提供
など、条件の整備に努めています。

法人内の研修の提案や外部の研修の情報
提供など、働きながらトレーニングできるよう
に努めています。

地区のグループホーム連絡協議会に所属
し、他グループホームの方と一緒に勉強した
り、情報交換できる場を持ち、サービスの向
上に向けて取り組んでいます。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅣ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らし
を共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関
係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

見学時の対話や、入所前の面談などで不安
なことや、要望などを把握し、安心していた
だけるよな関係づくりに努めています。

本人様と同様、見学時の対話や、入所前の
面談などで不安なことや、要望などを把握
し、安心していただけるような関係づくりに努
めています。

本人様と御家族様から情報をいただき、必
要としている事を見極め、その方々に合った
サービスを受けていただけるよう、相談に
のったり、助言したりしています。

利用者様を介護される一方の立場におか
ず、協力しながら過ごせるようできる事をお
願いしたり、相談にのってもらったりしてい
る。

家族様を支援される一方の立場におかない
よう、利用者様に会いに来ていただいたり、
電話連絡などして、情報を提供し、共に利用
者様を支えていく関係を築いている。

本人様が大切にされてきた方や、場所との
関係が途切れないよう、御家族に相談や協
力をお願いして、本人様が納得される支援
に努めています。

食事やレクリェーションなど一緒にすごされ
る時間の中で、孤立する方がいないよう会
話の橋渡しなどをしながら支援に努めてい
ます。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅣ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性
を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、こ
れまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの
意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作
成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

利用が終了しても、気軽に立ち寄っていただ
いたり、相談していただけるよう日常の関係
づくりに努めています。

お一人お一人の今までの暮らし方や、好き
な事などをお聞きしながら本人様の意向に
そえるように努めています。

本人様やご家族様から生活歴や入所までに
利用されたサービスなどを聞いて把握に努
めています。

職員間でお一人お一人の過ごし方や、心身
の状態などの情報交換を行い把握に努めて
いる。

本人様、ご家族の希望、要望などを取り入
れながら職員間で意見を出し合い、現状に
あった介護計画を作成しています。

利用者様の日々の様子やケアを行ったこ
と、申し送り事項などを個人記録に記入し、
職員間で介護計画の見直しに活かしてい
る。

本人様やご家族様の状況に応じて、病院受
診の付き添いや入浴方法をかえたりし、
サービスの多機能化に取り組んでいます。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅣ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本
人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽
しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切
な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づき
を、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるように
支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、又、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情
報交換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできるこ
とを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域
との協力体制を築いている

地域のことを把握し、地域の方やご家族様
などに協力できる事をお願いして、本人様が
快適に楽しく暮らせるよう支援しています。

本人様及びご家族様に納得していただいた
医療機関で受診されており、必要な時は24
時間いつでも適切な医療を受けられる関係
を築いています。

介護職員は日常の過ごし方や気づいた事を
看護職に報告、相談し、利用者様が早目に
適切な受診や処置をしていただくよう支援し
ています。

利用者様が入院した際はできるだけ早く
ホームに戻ってこれるよう医療機関、医師に
相談しながら協力してもらっています。また
御家族様も納得していただけるように説明
などもしていただいています。

重度化した場合は早めに医療機関から本人
様や御家族等に状態を説明してもらい、事
業所でできることも説明しながら方針を決め
るようにしています。

急変や事故発生時に備えて、職員は日々マ
ニュアルの確認や、対応の訓練をしていま
す。

万が一に備え定期的に訓練し、地域の方に
もホームの事を理解していただくよう夏祭り
などの行事に呼びかけなどを行なっていま
す。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅣ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ね
ない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひと
りのペースを大切にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援
している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力
を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、
片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援
をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひと
りの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

ご本人様や御家族様に性格などをお聞き
し、それを言葉かけや対応に活かしていま
す。

日常の中で本人様が希望を表せるような場
面づくりに気を配っています。

職員は利用者様の希望を大事にできるよ
う、都合を優先したりせず、一人ひとりの思
いや、ペースを大事にしています。

その人が今まで大事にしてきたおしゃれ等
を継続できるよう、本人様や御家族様の意
向などを聞きながら支援しています。

食事がより楽しめるよう、利用者様にお願い
できることを手伝ってもらったり、好みのメ
ニューを取り入れたり、状態にあった食事形
態の工夫などをしています。

食事量の記録や状態の記録などをとり、健
康管理などに活かしています。

毎食後、口腔内の清潔を保つよう、ご自分
で歯磨きできるかたには行なっていただき、
できない方は職員が行なったりしています。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅣ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や
排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわ
ずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひと
りの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、
気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。又、普段は行けないような
場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と
協力しながら出かけられるように支援している

できるだけ排泄の失敗を防げるよう定期的
に言葉かけや誘導をしたりして習慣づくりに
努め、おむつの使用を減らしたり、自立に向
けた支援を行なっています。

運動や水分補給など便秘の予防に働きか
けたり、それでも改善されない方は医師に報
告、相談をして、薬での改善を検討するな
ど、個々に応じた対応をしています。

一人ひとりの入浴が楽しめるよう、時間やタ
イミングなど要望に応じています。

一人ひとりの身体の状態や、生活のリズム
に応じて、昼寝や夜間の睡眠などの支援を
行なっています。

一人ひとりが使用している薬は説明書きを
見て確認し、服薬介助の場合は間違えるこ
とがないよう名前を読み上げながら行なって
います。そして日常の心身の状態に気を配
り、異変があれば医師に相談しています。

これまでの生活歴を把握し、役割や楽しみ
ごとを見い出しながら今後も張り合いや喜び
を感じながら生活できるよう支援していま
す。

一人ひとりの希望に応じれるよう、職員が付
き添ったり、御家族に協力していただいたり
して支援しています。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅣ

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工
夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同
士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしてい
る

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が
居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」を活
かして、安全かつできるだけ自立した生活が送れるよう
に工夫している

一人ひとりの希望や力に応じて、管理できる
かたには所持していただき、困難な方は御
家族に管理していただいてます。

電話や手紙など、家族や大切な人と関係が
途切れることがないよう支援しています。

共用の空間の音や温度などにこまかく配慮
したり、季節感を出すような飾りつけをしたり
して居心地よく過ごせる工夫をしています。

要所要所への手摺の設置、各居室へのトイ
レ設置、段差がない床など一人ひとりが自
分で行動しやすいようなつくりになっていま
す。

静かにのんびりと過ごせる一人ひとりの居
室と、利用者同士で楽しく過ごせるホールが
あり、自由に好きなように過ごせる空間を確
保しています。

今まで使われてたものや、好みのものを
持ってきていただいたりして、本人様が今ま
で過ごしてきた環境に近づけるよう工夫して
います。
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グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅤ

平成 23 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○ ○

○

○

○
○

○
○

○ ○

○

訪問調査日

入居者様一人ひとり、またそのご家族様の要望にできるだけ応えられるようなケアに努めたり、夏祭り
やピクニックなど、他グループホームと交流を図ったりしながら楽しみ事を増やしていただけるような働
きかけに努めています。そして入居者様が安心して生活を送れるよう、健康状態の観察を行ったり、何
か異変があった場合は24時間いつでも医療機関へ連絡をしたり、受け入れをしてもらえる体制を確保
しています。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先

長崎県西彼杵郡時津町元村郷897番地所在地

グループホーム　モン・サン井手園　モン・サンⅤ（6階）

1  自己評価及び外部評価結果

4271101489

法人名 社会福祉法人　啓正会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号

長崎県長崎市桜町５番３号　大同生命長崎ビル８階

特定非営利活動法人　福祉総合評価機構

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日平成24年2月2日

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつ
くり、管理者と職員は、その理念を共有して実践につな
げている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の
理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしてい
る

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価へ
の取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実
情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における禁止
の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が
見過ごされることがないよう注意を払い、防止に努めて
いる

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

地域で安心した生活が送れるような理念を
基本にしてサービスを提供しています。

ホームの行事等には地域の方に来て頂い
たり、地域行事にはホームから参加するな
どして地域の方と交流を深めるよう努めてい
ます。

行事や運営推進会議を利用して地域住民
の方と入所者とコミュニケーションをとり相互
理解を得るようにしています。

取り組んでいることや近況報告などを行いそ
れぞれの立場からの意見要望を出し合って
ホームの向上に繋げてます。

必要時に町の担当者と連絡を取れ、協力が
得られるよう関係作りをしています。

身体拘束の研修を開き一人ひとりが確実に
理解することで、身体拘束がないよう取り組
んでいます。

内外の研修に参加し、職員同志で注意し合
えるような体制をとって虐待がないホーム作
りをしています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させ
ている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作
り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通
じて、サービスの質を向上させていく取り組みをしている

必要な研修は参加し、全員が平等に学び
日々の業務に活かせる体制をとっていま
す。

入所前に十分な説明を行い、入所してから
も本人、家族に不安がないよう、その都度疑
問や質問にはお答えしています。

運営推進会議などに意見、要望を出しても
らったり、他に誰でも気軽に言えるよう意見
箱の設置をしています。

職場の研修後や、又随時、時間を設け個人
的に話をする機会を作りホーム生活に反映
しています。

平等に査定を行い誰でもが働きやすい職場
になっています。

勤務年数や職種を踏まえた職種に最適な研
修参加を積極的に促しています。

グループホーム協議会での交流を盛んに行
いお互いに質の向上を図っています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保
するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努
めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も
含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らし
を共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関
係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

本人や家族の方から十分に聞き取りをして
安心できるよう説明を行い、信頼関係作りに
努めてます。

不安感を取り除くよう、話を聞き良い関係作
りができるようにしています。

家族や本人が今一番必要としていることを
汲み取り、サービス導入の必要性の検討を
しています。

本人と職員間に壁を作らないよう家族の一
員だと思えるような関係作りをしています。

家族の協力を得ながら一緒に本人を支えて
いってます。

馴染みの人には声掛けしてみたり、馴染み
の場所があれば家族の協力を得て訪れるこ
とができるように支援しています。

利用者の趣味や性格を把握し、お茶会・レク
リェーション等で交流を図り孤立しない支援
を行なっています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性
を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、こ
れまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの
意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作
成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

本人や家族の意向を踏まえ必要があれば
随時対応しています。

普段の生活の中で読み取り把握し、無理す
ることなくその人らしい生活ができるよう常
に考えています。

関係するところから情報収集を行い、今まで
の経過把握しています。

毎日の生活状況を記録し把握できる体制づ
くりをしています。

本人、家族の意向が達成できるよう関係者
と話し合いプラン作成しています。

個別に日々の様子や出来事を記録し関係
職員が情報を共有し意見を出し合ってはプ
ラン計画の見直しの参考にしています。

その時々の身体的状況や精神面の変化に
適切なサービスが受けられるような対応をし
ています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本
人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽
しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切
な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づき
を、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、
個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるように
支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、又、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情
報交換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできるこ
とを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域
との協力体制を築いている

利用者に合う地域資源の活用も検討し、生
き甲斐のある安心した生活ができるよう支
援しています。

安心して病院受診ができるよう十分説明を
行い、病院と医療連携をとり、適切な支援を
しています。

介護から看護に毎日情報を伝え、場合に
よっては随時連絡を行なう体制をとっていま
す。

普段から病院とは医療連携をとり利用者が
安心して入退院できるよう前もって病院や
ホームから説明を行なっています。

入所時に説明を行い入所してからも必要に
応じて病院と協力しながら支援しています。

あらゆる場面に遭遇しても確実に対応でき
るよう関係職員は研修に参加しています。

専門職の指導や講義を受け知識を身につけ
たり、地域の方とは普段からいい関係作りを
して必要時は協力を得るようにしています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ね
ない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひと
りのペースを大切にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援
している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力
を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、
片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援
をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひと
りの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

声掛ける際は相手の立場に立った声掛けを
して不愉快な思いや傷付ける事がないよう
配慮しています。

信頼関係作りをして本人がいつでも思いや
意見を安心して言える環境作りをしていま
す。

日課にとらわれることく利用者一人ひとりに
合った生活スタイルを実現できるよう努力し
ています。

利用者本位を大事にして声掛けして支援し
ています。

好みにそった献立の提供や調理作業の一
連の流れの中で出来る事の手伝いをしても
らっています。

栄養士の管理のもと調理を行いその人に、
一番合った食事提供しています。

食後は必ず口腔ケアを実施し、必要に応じ
て歯科受診しています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や
排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわ
ずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひと
りの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、
気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。又、普段は行けないような
場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と
協力しながら出かけられるように支援している

排泄はトイレで行なうことを基本に考えオム
ツ排泄の人はトイレで排泄できないか、自立
に向けた検討し実施しています。

便秘の事を理解した上で便秘にならないよ
う工夫し、自然に排便できるよう支援してい
ます。

希望する曜日や時間帯があれば本人の希
望にそうよう努力しています。

自宅で気兼ねなく暮らしていた頃と同じ暮ら
しができるよう、自立性を大事にしながら支
援し、精神面の安定を図ることで夜間睡眠
の持続を図っています。

薬の説明書きを必ず全員が見て確認し服用
前と後の体調の変化にも気を配らせていま
す。

その人に合った喜びや楽しみを見つけ、活
動することで気分転換を図っています。

安全面に十分配慮した上で外出支援を行
なっています。
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50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工
夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同
士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしてい
る

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が
居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかること」を活
かして、安全かつできるだけ自立した生活が送れるよう
に工夫している

一人ひとりの希望にそった一番適切だと思
われる金銭管理を本人や家族了解のもと行
なっています。

電話をかけたり、葉書、手紙のやり取りはス
ムーズにできるよう支援しています。

色んな場面を想像して落ち着いて暮らせる
ように配慮しています。自然のものを置き、
鑑賞し心豊かになるようにしています。

一人ひとりの残存能力を理解し、把握した上
で自立した生活ができるように、できない部
分の支援を心掛けています。

誰でもが自由に使用できるソファーや椅子を
設置し居心地のいい場所をつくれるよう工夫
しています。

馴染みのあるものや使い慣れたものを持っ
てきてもらい本人が戸惑わないよう落ち着く
環境設定しています。
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